
財務省の｢これからの日本のために財政を考える｣
               を考えてみよう



❶公共事業や教育費の歳
出はこの32年間ほぼ増え
ていないが…

❷社会保障費の歳出は３
倍以上に急増…‼

❸このため過去の借金の
返済額も徐々に増えて…

財務省HP（令和4年度）
「これからの日本のために財政を
考える」より抜粋

❹国の年間あたりに必要
な借金は６倍以上に増え
ている…‼

❶の公共事業
は７兆円前後
じゃが、建設
物価の値上が
りを考えると
実質減額なん
じゃ…

❷の社会保障費
って、何が増えてる
の…？



財務省HP（令和4年度）
「これからの日本のために財政を
考える」より抜粋

それはじゃな、最近は「人
生100年時代」と
言われるほど、お年寄が⾧
生きになった結果、人口に
占めるお年寄の割合（高齢
化率）が急増しているん
じゃ…

社会保障給付
とは、年金や
医療費や介護
保険などで給
付されるお金
じゃよ

それで、社会保障給付費のう
ち、みんなが保険料として
払っている分だけでは賄えな
いので、「税金と借金」で足
りない分を補填しているん
じゃよ…
その補填が、この30年で３倍
以上に増えてしまったという
わけなんじゃ



社会保障給付費は全部で年間約130兆
円もかかるんじゃが、そのうち保険
料で賄えるのが、72兆円。あとは
「税金と借金」で51兆円以上を補填
しているんじゃ…
そのうち借金は、次世代の人たちの
負担として先送りされているのじゃ
…‼

年間で年金約60兆円、介護保険12兆
円、医療費は40兆円のうち2/3がお年
寄向けの給付なんだね…
しかも、お年寄の割合は今後も増え
ていくんだから、この過去の功労にか
かるコスト、いわば「レガシーコス
ト」は、どんどん膨らんでいくという
ことなのか⁉これでは、持続可能とは
言えないな…
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厚労省HP（令和4年度）
「平成29年版厚生労働省白書ー社
会保障と経済成⾧ー人口ピラミッ
ドの変化（平成29年中位推計）」
より抜粋

国家功労者
だが引退層

勤労層

未来を
担う層

巨大なレガシーコ
スト
年金60兆円/年
医療費40兆円のう
ち2/3を投下

産業が痩せている
中、生産性が上が
らない
⇒DX、AI、コンパ
クト＋ネットワー
ク

未来を担う人材の
教育に必要なリ
ソースが不足

そうなのじゃ、
この構造的赤
字をなんとか
しなければな
らないんじゃ
よ…



Ａ市

Ｂ市 東京

あっ Ｂ市の方が子供を
育てやすそうだぞ
引っ越ししよう

Ｂ市は こどもの医療費は
タダだし
給食費もタダだから
いいねー

流入人口が増えるのはい
いが Ｂ市は
｢子育て｣を市税で支援し
てるのでタダでは
ないんだがの…

大学進学は東京だー！
東京で就職して東京で
生活するぞー！

え～ そんなぁ…
市税を手厚くして育てたのに
東京に出て行っちゃうのー？

今、若者の都会への人口流出が大きな問題になっています。
人口を増やすために子育て支援に力を入れる自治体もあります。
しかし、子育て支援は各市町の裁量で行っており、今のところ全国一律ではないた
め、こんなことが起こるかもしれません…。
義務教育のように国が関与して、一律の水準にすることが望まれます。
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持続可能な社会にするためには
      どうすればいいのでしょう？

増え続ける国の借金を減らすには、今後も増大する社会保障費を削減する方向に舵が切られるじゃろう…。
また、消費税等の歳入を増やし、お年寄だけでなく子供に対する社会保障も含めて社会全体で負担する。
そして一番大事なのは、“次の世代のため”になることじゃ。ＳＤＧｓも次の世代のために持続可能な世界にするこ
とが目的じゃ。だから、子育て支援は全国一律になってほしいし、若者が希望を持って地方で暮らしたくなるよう
な投資も必要だと思うのじゃ。 皆はどう考えるかな？


